申告書(兼)確認承諾書

[bookmark: _GoBack]　秋田県知事　宛
令和　　　年　　　月　　　日

申請者及び申請者の同居人は、児童福祉法第３４条の２０第１項各号規定のいずれにも該当していない者である旨を申告します。
また、申告内容について、官公署等への照会確認について承諾します。

　申請者(里親希望者)
	氏名　自署
	

	本籍地
	

	氏名　自署
	

	本籍地
	



申請者(里親希望者)の同居人
	氏名　自署
	

	本籍地
	

	氏名　自署
	

	本籍地
	

	氏名　自署
	

	本籍地
	

	氏名　自署
	

	本籍地
	

	氏名　自署
	

	本籍地
	


※氏名欄は自署してください。

■児童福祉法第３４条の２０第１項各号の規定

１　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、または執行を受けることがなくなる　　までの者

２　次の法律の規定により罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、または執行を受けることがなくなるまでの者
（１）児童福祉法
（２）児童売春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律
（３）児童扶養手当法
（４）特別児童扶養手当等の支給に関する法律
（５）児童手当法
（６）平成２２年度における子ども手当の支給に関する法律
（７）平成２３年度における子ども手当の支給等に関する特別措置法
（８）社会福祉法
（９）認定こども園法
（10）子ども・子育て支援法
（11）国家戦略特別区域法(第１２条の５第１５項及び第１７項から第１９項までの規定に限る)
（12）民間あっせん機関による養子縁組のあっせんに係る児童の保護等に関する法律

３　児童虐待の防止等に関する法律第２条に規定する児童虐待または被措置児童等虐待を行った者、その他児童の福祉に関し著しく不適当な行為をした者

